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都道府県民税において、中間納付が一部還付となった場合の処理 
 
＜質問＞ 

当期に発生した都道府県民税について、下記の会計処理を行いました。 
（1） 当期：「中間納付時」の処理 

法人税、住民税及び事業税 100,000／現預金 100,000 
 

（2） 当期：都道府県民税で一部還付が発生した時の「決算時」の処理 
未収法人税等 30,000／法人税、住民税及び事業税 30,000 

 
翌期において、下記の会計処理を行いました 

（3） 翌期：還付金の「入金時」の処理  
現預金 30,000／未収法人税等 30,000 

 
当期及び翌期のワーキングシートの入力はどうなりますか？ 
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＜回答＞ 
■当期の処理 

別表５(２)には、「中間納付時」の 100,000 を「当期発生額」に、「決算時」の 30,000 
を「仮払経理納付」に差額分の 70,000 を「損金経理納付」に登録します。 

 
・「332-1.法人税ワーキングシートの入力①」又は「441-1.法人税ワーキングシートの 

入力②」ＷＳ 
[別表５（２）：租税公課の納付（還付）状況等]＞[租税公課の納付（還付）状況]タブ 

 
（補足）法人税・地方法人税の場合は、同じ画面の法人税・地方法人税で入力して 

ください 
 
申告書は下記の表示となります。 
■別表４ 
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■別表５（１） 

 
 
■別表５（２） 
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■翌期の処理 
別表５（２）の期首現在未納税額の上段に 30,000 が転記されているため、その取崩と 
して、「仮払経理納付」の上段に同額を登録します。 

 
・「332-1.法人税ワーキングシートの入力①」又は「441-1.法人税ワーキングシートの 

入力②」ＷＳ 
[別表５（２）：租税公課の納付（還付）状況等]＞[租税公課の納付（還付）状況]タブ 

 
（補足）法人税・地方法人税の場合は、同じ画面の法人税・地方法人税で入力して 

ください 
 
※参考※ 
下記画面は自動的に繰り越されています。 
・「331-1.法人税の前期繰越金額等の確認」ＷＳ>[利益積立３]タブ 
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申告書は下記の表示となります。 
■別表４ 

 
 
■別表５（１） 
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■別表５（２） 

 
 
（注）当入力例は、処理の一例です。実際に入力する際は、顧問税理士等にご相談のうえ、 
各企業の処理方法に基づいて入力してください。 
 
 
 

 


